
 

★１２月議会での もはら の一般質問★提案型の一般質問で市民のための市政実現を！ 
『財政健全化のための対策について』 

 
 
 
 

★もはら★ 
 今後さらに厳しくなる可能性がある富岡市の財政状況を健全化するため、具体的にどのような対策をお考えでしょうか？ 
●市長● 

市の税収は伸び悩み、加えて国の三位一体改革により補助金や交付税も減り、富岡市も他の地方都市同様、かつてな

い窮状に追い込まれている。このような中、行財政改革による財政の健全化を進めてきたが、思うような成果が現われて

いない状況となっている。現在、「具体的な数値を盛り込んだ人員削減」や「事務事業の整理統合・廃止」、「施設のランニ

ングコストの徹底した削減」などを含む『集中改革プラン』を策定しているが、これを実施することで、かなりの効果があると

考えている。また、歳入を増やすために有料広告を実施する。さらに職員の意識改革を進めるため、民間派遣の実施も検

討している。 
★ もはら★ 
 財政健全化で重要なのは、まず財政についての正しい情報を市民全員が共有することであると、私は考えますが、「広

報とみおか１１月号の財政についての特集は分かりづらい」という市民の方々の声がある中、今後みなさんに、正しく分か

りやすく知っていただくための何らかの方法をお考えでしょうか。 
● 市長● 
 ２月号の広報で別の視点から再度特集を組みたい。 
★ もはら★ 
 「施設のランニングコストの徹底した削減」とは言っても、これまでも長年、コスト削減に努めてきた上のさらなる削減は、

現実にはかなり難しいかと思います。ここは従来型の方法をさらに進めるのではなく、最初に許容できる赤字額を定めた

上で、開館日数や行なうべき事業、配置する人員などを決めていくようなコスト管理方法を導入するのも一つの対応策に

なるかと思いますが、このような逆発想的な方法についてどのようにお考えでしょうか。 
● 市長● 

発想の転換は必要であり、貴重な提言として受け止め考えたい。 
 

 

現在、３つの入浴施設、２つの美術館が運営されているけれ

ど、今後富岡甘楽での広域合併が進めば、同様な施設がさら

に増えて非効率な運営になる心配があるよね。 
 

合併の大きな目的である効率的な行政を実現するために、ま

た財政の健全化を進めるためにも、早急に何らかの対応をし

なければならないと思うよ。 

 

合併により入浴施設や

美術館などの重複する

施設が増えたけど、市の

財政が厳しい中、すべて

の施設を従来通り運営

しても大丈夫なの？ 

★★もはらの結論★★ 
 

 

合併により増加した類似施設 
 

 

平成１７年度赤字額 
かぶら健康センター（かのさと） ７３２１万円 

妙義ふれあいプラザ １９４１万円 
 コミュニティーセンター上高尾  ７８２万円 

美術博物館 ９４２２万円 
ふるさと美術館 ２０８４万円 

 
 

左の表は妙義町と合併したことで生じた類似施設に係わる

昨年度赤字額を示したものです。これらの施設は現在のとこ

ろ合併前と同じように運営されていますが、厳しい財政状況を

考えれば運営方法の見直しを早急に行うべきでしょう。 
（民間企業のような営利目的の事業ではありませんので、赤

字がやむを得ない場合もありますが、問題なのは赤字の内容

です）。 

 

★ ★★平成１８年に行なった一般質問★★★ 
 

市政に対するご意見をたくさんの方々からいただきまして、昨年も４回の定例会すべてで一般質問を行うことができ

ました。ご意見やご質問、励ましのお手紙、メールをいただきましたみなさんには、心より感謝を申し上げます。 

昨年度の一般質問の内容ですが、３月定例会では『税収以外の財源確保を目的とした、市ホームページや広報で

の有料広告掲載について』を取り上げました。この提案は本年２月から正式に実施されることになりました。 

また、６月定例会では『小中学校図書館の蔵書数の現状について』と『妙義地区に建設予定の特別養護老人ホー

ムを公設公営で運営することについて』を取り上げました。学校図書館の蔵書数については、県や文部科学省の資

料を集め、市内の中学校の蔵書数が少ない実態を説明し整備を求めました。また、特別養護老人ホームの質問で

は、「市民が優先的に入れるのではないのなら、なぜ市が建設し運営する必要があるのか」を問いました。 

さらに９月定例会では『合併の方向性について』を一般質問しました。これは下仁田町から合併の申し入れがあっ

たものの、富岡市にとってはメリットが小さく、逆に財政的には大きな費用がかかることから、「下仁田町とだけの合併

はすべきではない」ことを訴えました。 

みなさんのお声で市政は変ります。素晴らしい富岡市をつくるために、今年もたくさんのご意見、ご質問をお寄せく

ださい！ 

 

今年も一般質問を

積極的に行い、み

なさんのお声を市

政に反映できるよう

全力で頑張ります。 

入
浴
施
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なお運営見直しにあたっては、ただ単にそれぞれの施設のコストを一律に減らすような方法ではなく、類似施設ごとに

それぞれの長所・短所を見極め、総合的な視点に立って改革を行なう必要があると考えます。今後、富岡製糸場と特別

養護老人ホームの大きな維持管理費用も加わりますので、「いかに効率的な施設運営を行なうか」は、財政健全化のた

めの重要な課題となりましょう。 


